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戦
後
の
日
本
書
道
界
で
、
強
靭
な
牽
引
力
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、

書
の
現
代
性
を
模
索
し
て
き
た
青
山
杉
雨
（
文
化
勲
章
受
章
）
が
逝
去
し
て

十
八
年
が
立
つ
。
こ
の
間
、
様
々
な
場
面
で
青
山
の
書
芸
術
観
は
取
沙
汰
さ

れ
、
近
年
、
作
品
集
の
出
版
や
専
門
誌
で
の
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
青
山
杉
雨
文
集
』（
全
五
巻
）
も
編
ま
れ
、
青
山
の
書
に
対
す
る
態
度
が
明

確
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
青
山
の
仕
事
が
今
ま
で

以
上
に
、
現
代
に
お
い
て
将
来
を
示
唆
し
て
い
る
、
と
周
知
さ
れ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。

　

本
論
は
青
山
自
身
と
日
本
書
道
界
に
と
っ
て
重
要
な
時
事
の
あ
っ
た
一
九

八
七
～
一
九
八
八
年
間
を
中
心
に
、『
書
道
研
究
』〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉（
美
術

新
聞
社
出
版
）
を
、
青
山
の
書
芸
術
観
と
日
本
書
道
界
の
動
向
を
探
る
資
料

と
し
て
取
上
げ
た
。

　

ま
た
『
書
道
研
究
』
と
『
江
南
遊
』
は
、
ほ
ぼ
同
写
真
を
使
い
解
説
が
成

さ
れ
て
お
り
、
各
月
の
〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
と
『
江
南
遊
』
に
共
通
性
を
窺

え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
精
査
し
て
青
山
の
書
芸
術
観
の
究
明
を
試
み
た
。

　

具
体
的
に
は
、
一
九
八
七
年
六
月
か
ら
一
九
八
八
年
八
月
の
〈
表
紙
の
こ

と
ば
〉
を
中
心
に
検
証
し
た
。
一
九
八
九
年
三
月
か
ら
六
月
ま
で
の
四
ヶ
月

間
も
、
青
山
は
〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
を
担
当
す
る
。
こ
こ
で
は
、
一
九
八
七

年
六
月
か
ら
一
九
八
八
年
八
月
の
〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
や
『
江
南
遊
』
に
対

す
る
補
足
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
一
九
八
七
年
六
月
か
ら
一
九
八
八
年
八
月
中
の
事
項
と
の
関
連
の
説
明

に
留
め
た
。
一
九
八
九
年
三
月
か
ら
六
月
の
表
題
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

「
太
湖
の
西
洞
庭
山
」
「
長
江
を
下
る
船
団
」

　
　

「
六
朝
・
蕭
景
墓
の
石
獣
」
「
晋
江
の
古
い
街
」

　
〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
と
写
真
を
担
当
し
た
時
期
に
、
青
山
は
大
事
業
を
手

掛
け
て
い
る
。
そ
の
事
業
を
行
う
要
因
と
な
っ
た
も
の
は
、
青
山
自
身
が
中

国
悠
久
の
歴
史
や
書
芸
術
と
対
峙
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
呼
応
し
て
見
え
隠

れ
す
る
日
本
書
道
界
に
対
す
る
課
題
解
決
を
切
望
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

『
江
南
遊
』
と
『
明
清
書
道
図
説
』
の
編
纂
も
、
こ
の
問
題
解
決
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。
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し
か
し
、
生
前
の
青
山
が
常
に
意
識
し
提
唱
し
て
き
た
「
教
養
主
義
か
表

現
主
義
か
の
相
克
」
、「
新
教
養
主
義
の
可
能
性
」
、「
技
術
至
上
主
義
へ
の

反
省
」
、「
書
道
教
育
問
題
」
に
つ
い
て
の
明
確
な
解
答
は
、
現
在
も
為
さ

れ
て
い
な
い
。

　

よ
っ
て
、
現
代
に
お
い
て
書
を
継
承
す
る
者
は
、
青
山
の
書
芸
術
活
動
か

ら
、
今
後
の
書
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
模
索
し
、
青
山

が
提
示
し
た
課
題
に
つ
い
て
解
答
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
察
し
た
。

一
、
は
じ
め
に

　

青
山
杉
雨
（
本
名
・
文
雄
）
は
、
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
六
月
六
日
、

愛
知
県
葉
栗
郡
草
井
村
大
字
村
久
野
に
生
ま
れ
る
。
一
九
一
六
年
（
大
正

五
）、
四
歳
で
上
京
、
向
島
に
住
む
こ
と
と
な
る
。

　

一
七
歳
で
私
立
芝
中
学
校
卒
業
し
、
翌
年
、
書
家
で
義
兄
弟
の
よ
う
な
間

柄
で
あ
る
大
池
晴
嵐
に
書
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。
こ
の
頃
か
ら
が
、
青
山

の
書
に
対
す
る
飽
く
無
き
追
求
が
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
二
四
歳
、
当
時
、
書
道
界
に
お
い
て
中

心
的
な
展
覧
会
で
あ
っ
た
泰
東
書
道
院
展
に
初
出
品
す
る
。
青
山
に
関
す
る

大
体
の
書
籍
に
お
い
て
、
こ
の
時
か
ら
書
歴
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

書
道
研
究
家
・
西
嶋
慎
一
氏
製
作
に
よ
る
青
山
杉
雨
作
品
歴
は
、
当
に
こ

こ
へ
基
軸
を
置
き
、
以
下
の
よ
う
な
区
分
で
書
歴
が
展
開
さ
れ
る（

１
）。

　

一
九
三
七
年
～
一
九
六
二
年　

（
修
作
時
代
）

　

一
九
六
三
年
～
一
九
六
九
年　

（
作
風
の
確
立
時
代
）

　

一
九
七
〇
年
～
一
九
七
六
年　

（
前
代
の
試
行
を
受
け
、
展
開
が
盛
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
わ
れ
る
時
代
）

　

一
九
七
七
年
～
一
九
八
二
年　

（
第
一
期
黄
金
時
代
）

　

一
九
八
三
年
～
一
九
八
五
年　

（
董
其
昌
論
に
よ
る
試
作
・
展
開
時
代
）

　

一
九
八
六
年
～
一
九
八
八
年　

（
第
二
期
黄
金
時
代
）

　

一
九
八
九
年
～
一
九
九
二
年　

（
あ
る
境
地
を
求
め
る
時
代
）

　

本
論
で
、
取
上
げ
る
月
刊
誌
『
書
道
研
究
』（
美
術
新
聞
社
）
は
、
一
九
八

七
年
（
昭
和
六
二
）
六
月
創
刊
で
あ
る
。
こ
の
創
刊
号
か
ら
、
翌
年
、
一
九

八
八
年
八
月
ま
で
の
表
紙
写
真
の
提
供
と
、
そ
の
〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
が
青

山
の
担
当
と
な
る
。
先
述
の
区
分
か
ら
す
る
と
、『
書
道
研
究
』
表
紙
の
担

当
を
し
た
時
期
は
、
当
に
青
山
の
第
二
期
黄
金
時
代
の
最
中
で
あ
る
。
こ
の

時
期
は
、
日
本
書
道
界
を
リ
ー
ド
す
る
立
場
が
前
時
代
と
比
べ
よ
り
一
層
強

く
な
る
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
作
品
も
装
飾
性
が
少
な
く
な
り
、
直
接
的
表
現

が
多
く
な
る
時
期
で
あ
る
。

　

書
に
お
け
る
表
現
（
書
作
）
と
理
論
を
繋
げ
る
目
的
で
編
集
さ
れ
た
、

『
書
道
研
究
』
に
、
青
山
が
先
頭
を
切
っ
て
投
稿
す
る
こ
と
は
、
大
い
に
意

義
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
も
、
凝
り
性
の
青
山
が
撮
影

し
た
写
真
を
そ
の
ま
ま
表
紙
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

性
を
有
す
る
と
推
察
す
る
。
そ
の
コ
メ
ン
ト
に
注
目
し
、〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉

の
奥
に
あ
る
真
意
と
、
青
山
書
学
と
書
道
史
観
を
よ
り
明
確
に
す
る
試
み
が
、

こ
の
小
論
の
目
的
で
あ
る
。
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二
、『
書
道
研
究
』〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
に
関
わ
る
意
義

　

青
山
に
と
っ
て
、『
書
道
研
究
』
に
関
わ
る
意
義
は
、
前
述
の
よ
う
に
、

作
品
制
作
と
書
論
や
時
代
研
究
と
の
結
び
つ
き
が
よ
り
明
確
に
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
書
道
界
に
お
い
て
、
よ
り
深
い
書
の
理
論
追
求
を
促
す
意
味
も

あ
っ
た
。「
書
道
美
術
新
聞 

'86
迎
春
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」（
一
九
八
六
年

一
月
一
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
青
山
の
発
言
、「
伝
統
、
現
代
両
派
関
係
見
直

そ
う
」
が
そ
の
事
実
を
明
確
に
指
摘
す
る
。

「
…
伝
統
派
の
作
家
た
ち
の
多
く
が
、
明
清
、
明
清
と
い
い
な
が
ら
、

全
然
そ
の
根
源
的
な
も
の
を
見
き
わ
め
よ
う
と
せ
ず
、
思
想
的
な
掘
り

下
げ
も
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
た
だ
明
清
の
先
人
の
書
い
た
も
の
を
手
本

に
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
な
現
実
と
い
う
ほ

か
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　

よ
っ
て
、
青
山
が
『
書
道
研
究
』
に
関
わ
っ
た
理
由
は
、
時
代
に
お
け
る

強
靭
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
立
場
に
も
因
る
。
と
同
時
に
、

師
西
川
寧
よ
り
確
固
た
る
書
道
史
観
と
書
学
に
対
す
る
姿
勢
を
享
受
さ
れ
、

さ
ら
に
青
山
本
人
が
作
品
制
作
と
書
論
理
解
に
よ
っ
て
得
た
中
国
各
時
代
の

技
法
と
理
論
、
時
代
性
の
融
合
を
試
案
し
な
が
ら
、
身
を
持
っ
て
理
論
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
期
黄
金
時
代
（『
書
道
研
究
』
に
関
わ
る
期
間
が
そ
れ
に
当
た
る
）

の
前
時
代
、
青
山
は
董
其
昌
の
書
作
に
大
変
刺
激
を
受
け
る
。
た
だ
書
論
の

通
読
に
よ
る
刺
激
で
は
な
い
。
台
北
故
宮
博
物
院
に
お
い
て
董
其
昌
作
品
と

対
峙
し
、
董
其
昌
論
の
実
証
研
究
を
行
っ
て
い
る（

２
）（
六
三
歳
時
）。
そ
し
て
、

単
に
董
其
昌
論
を
自
ら
の
中
へ
確
実
に
定
着
さ
せ
た
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の

論
を
持
っ
て
、
日
中
問
わ
ず
自
身
よ
り
先
達
の
書
家
の
書
に
対
す
る
考
え
ま

で
も
、
比
較
検
討
を
行
っ
た
感
が
あ
る
。

　

青
山
が
過
去
を
振
り
返
っ
た
一
文
に
、
師
西
川
寧
を
講
師
と
す
る
書
談
会

（
一
九
四
六
年
一
二
月
～
一
九
四
七
年
一
二
月
・
計
一
二
回
。
青
山
三
四

歳
）
の
こ
と
が
あ
る（
３
）。
こ
の
書
談
会
が
、
青
山
書
学
書
道
史
観
の
礎
と
な
り

青
山
芸
術
を
支
え
て
い
る
。

「
…
今
に
し
て
い
え
ば
、
先
生
も
わ
れ
わ
れ
も
、
い
わ
ば
「
書
道
復

興
」
に
学
問
的
な
面
か
ら
手
を
つ
け
て
い
く
の
だ
と
い
う
意
気
込
み
の

勉
強
会
で
あ
っ
た
。
…
（
中
略
）
…
実
の
と
こ
ろ
、
あ
の
時
の
勉
強
が

わ
れ
わ
れ
を
ど
れ
ほ
ど
激
励
し
、
ま
た
裨
益
し
た
か
は
、
は
か
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
っ
た
。」

　

こ
の
書
談
会
（「
第
二
回
明
末
書
道
に
於
け
る
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
運
動
」
一

九
四
七
年
一
月
十
九
日
・
築
地
本
願
寺
）
に
参
加
し
、
董
其
昌
論
と
そ
の
中

で
展
開
さ
れ
る
董
其
昌
の
文
人
主
義
へ
の
主
張
に
、
青
山
は
初
め
て
触
れ
る

こ
と
と
な
る
。
他
に
、
西
川
寧
の
董
其
昌
に
関
す
る
論
に
、『
書
道
』
第
七

巻
第
五
号
（
一
九
三
八
年
〈
昭
和
一
三
〉
）
で
発
表
さ
れ
た
「
董
華
亭
を
語

る
」
が
あ
る
。
こ
の
時
、
青
山
は
二
十
六
歳
、
西
川
の
門
に
入
る
前
で
あ
る
。

こ
の
論
を
、
青
山
は
眼
に
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
董
其
昌
論
を
強
く
意
識

す
る
の
は
、
や
は
り
こ
の
書
談
会
が
最
初
で
あ
ろ
う
。

　

よ
っ
て
三
四
歳
、
六
三
歳
、
七
一
歳
～
七
三
歳
と
、
董
其
昌
の
書
作
と
書

論
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
節
目
が
見
え
て
く
る
。
実
は
早
い
時
期
か
ら
晩
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年
ま
で
、
一
貫
し
た
董
其
昌
論
へ
の
模
索
が
、
青
山
の
中
で
は
行
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

董
其
昌
理
論
を
基
軸
に
、
青
山
は
書
に
関
す
る
事
項
の
検
証
を
行
っ
て

い
っ
た
。
よ
り
詳
細
に
考
え
る
に
、
青
山
は
董
其
昌
理
論
に
触
れ
る
中
で
①

書
の
技
術
面
で
の
検
討
、
②
書
へ
の
内
面
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
試

み
た
と
推
察
で
き
る
。
特
に
②
の
内
面
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
い
わ
ゆ
る
文
人
と

言
わ
れ
る
集
団
へ
の
検
証
が
、
真
の
書
芸
術
に
必
要
不
可
欠
な
意
義
を
呈
し

て
い
る
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
青
山
著
『
江
南
遊
』
の
構
想
（
一
九
八
〇
年
～
一
九
八

三
年
）
が
練
ら
れ
、
一
九
八
三
年
九
月
に
出
版
さ
れ
る
。
こ
の
著
作
は
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
に
「
中
国
文
人
風
土
記
」
と
記
載
さ
れ
、
文
人
に
関
す
る
紹
介
的

な
書
籍
と
、
読
者
か
ら
は
思
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

「
由
来
、
江
南
は
文
化
の
淵
叢
と
い
わ
れ
、
中
国
の
文
化
を
支
え
る
多

く
の
人
材
を
輩
出
し
た
。
（
中
略
）
…
で
は
何
が
こ
の
よ
う
に
、
こ
の

地
区
を
し
て
中
国
の
重
点
地
区
に
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
殊
に
私
達
に

と
っ
て
興
味
深
い
文
墨
関
係
の
先
賢
の
殆
ど
が
、
こ
の
地
に
生
を
享
け

て
い
る
と
い
う
事
実
の
秘
密
を
解
明
す
る
た
め
に
…（

４
）」

と
青
山
は
記
載
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
著
作
は
単
な
る
文
人
紹
介
の
内
容
で
は

な
い
。
よ
り
深
い
着
眼
点
が
そ
こ
に
は
あ
る
と
考
え
る
。

　

青
山
は
書
芸
術
に
お
け
る
技
術
以
外
の
重
要
な
面
を
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
世
の
中
に
対
し
て
主
張
す
る
。『
江
南
遊
』
出
版
前
後
に
お
い
て
、
講

演
の
回
数
が
増
え
て
い
く
事
実
が
、
そ
れ
を
表
し
て
い
る
。

　
『
江
南
遊
』
に
お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
各
地
域
の
実
情
を
、
読
者
が
著
者
の
意
に
流
さ
れ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
に

見
る
こ
と
が
出
来
る
べ
く
、
し
か
も
読
者
自
身
が
青
山
の
思
考
を
検
証
出
来

る
よ
う
に
と
の
、
青
山
の
読
者
に
対
す
る
配
慮
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
『
江
南
遊
』
掲
載
の
写
真
が
、『
書
道
研
究
』
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

同
写
真
も
あ
れ
ば
、
掲
載
近
辺
の
写
真
も
あ
る
。

　
『
書
道
研
究
』
の
表
紙
写
真
と
〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
は
『
江
南
遊
』
の
延

長
上
に
位
置
し
よ
う
。
写
真
は
、
青
山
の
無
言
の
主
張
、
そ
し
て
写
真
に
対

す
る
こ
と
ば
は
『
江
南
遊
』
に
吐
露
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
青
山
文
人
観
へ
の

導
入
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
『
書
道
研
究
』
〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
に
つ
い
て
の
検
証

　

こ
こ
で
は
、『
書
道
研
究
』
誌
の
出
版
順
に
、〈
表
紙
こ
と
ば
〉
の
内
容
を

検
証
す
る
。（
写
真
は
、
資
料
と
し
て
末
尾
に
付
す
。
）

●
１
９
８
７
年
６
月
（
杭
州
市
内
の
ク
リ
ー
ク
）

　

・
「
そ
こ
で
培
わ
れ
た
文
墨
の
趣
味
も
、
長
い
歴
史
を
背
景
に
極
め
て
洗

練
さ
れ
た
も
の
が
累
積
さ
れ
て
い
る（

５
）。」

　

こ
の
文
章
と
類
似
す
る
内
容
が
、『
江
南
遊
』
に
見
ら
れ
る
。　
　

　
　

「
…
実
は
遠
い
南
宋
の
頃
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
当
時
士
大
夫
の
家
々
で

は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
そ
の
邸
の
入
口
近
く
の
壁
面
に
、
王
羲

之
の
蘭
亭
帖
の
石
刻
を
嵌
入
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
～
そ
う
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い
う
習
慣
が
今
で
も
ど
こ
か
に
遺
っ
て
は
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
ど
こ

か
の
文
物
店
の
片
隅
に
そ
の
残
碣
で
も
こ
ろ
が
っ
て
い
な
い
か
と
眼
を

皿
の
よ
う
に
…（

６
）」

　

洗
練
さ
れ
た
も
の
は
時
代
の
精
査
を
受
け
て
い
る
。
慣
習
の
見
定
め
は
、

そ
の
ま
ま
現
代
の
杭
州
の
様
子
を
捉
え
る
手
立
て
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
、

あ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
の
事
実
確
認
作
業
が
、
青
山
の
書
芸
術
に
向
か

う
態
度
の
特
徴
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
目
前
の
単
な
る
事
物
比
較
で
は
な
く
、

そ
こ
に
も
う
一
つ
、
時
間
的
・
歴
史
的
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
こ
と
で
、
他
と

は
違
う
深
い
洞
察
を
試
み
て
い
る
。

　

こ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
写
真
は
、『
江
南
遊
』
と
同
じ
場
所
で
あ
る
が
、

季
節
が
違
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
青
山
好
み
の
場
所
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き

る
。
類
型
作
品
を
作
ら
な
い
青
山
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
非
常
な
凝
り
性

で
あ
る
一
面
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
場
所
の
ス
ナ
ッ
プ
を
最
初
に
掲

載
し
た
意
義
は
、
青
山
の
書
に
対
す
る
視
点
を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
大
き

い
と
考
え
る
。

●
１
９
８
７
年
７
月
（
無
錫
・
寄
暢
園
の
景
観
）

　

・
「
江
南
地
方
に
は
珍
し
い
借
景
庭
園
で
、
は
る
か
錫
山
の
頂
上
に
あ
る

名
高
い
竜
光
塔
の
姿
も
園
内
で
樹
々
や
亭
の
た
た
ず
ま
い
を
映
し
て
静

ま
り
返
る
池
の
面
に
映
じ
た
様
子
を
見
る
の
が
一
番
と
い
う（

７
）。」

　

こ
こ
で
の
説
明
は
、『
江
南
遊
』
と
ほ
ぼ
同
意
文
で
あ
る
。
文
意
の
通
り
、

池
面
を
広
く
取
り
、
園
林
の
映
ず
る
様
を
表
し
て
い
る
。『
江
南
遊
』
で
は

曇
り
の
た
め
か
、
竜
光
塔
を
直
接
写
し
て
い
る
。

●
１
９
８
７
年
８
月
（
南
京
・
莫
愁
湖
の
勝
棋
楼
）

　

・
「
南
京
は
、
六
朝
以
来
の
古
い
都
城
で
、
歴
史
的
な
遺
構
が
郊
外
に
多

く
現
存
し
て
い
る
。
今
日
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
地
域
は
、
明
王
朝
を

開
い
た
太
祖
朱
元
璋
の
制
定
し
た
も
の
で
～（
８
）」

　

・
「
～
将
棋
を
争
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
楼
閣
が
あ
り
、
そ
の
故
事
を
詠
じ

た
楹
聯
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る（

９
）。」

　

こ
の
号
で
は
、
表
題
の
よ
う
に
勝
棋
楼
の
名
前
の
由
来
を
述
べ
る
が
、
そ

の
前
に
南
京
の
情
景
を
述
べ
て
い
る
。
南
京
市
内
と
そ
の
東
郊
や
西
郊
の
こ

と
、
玄
武
湖
と
莫
愁
湖
の
こ
と
を
述
べ
、
そ
し
て
前
述
の
楼
閣
の
話
へ
と
繋

が
る
。
こ
こ
で
南
京
市
内
の
様
子
、
東
郊
と
西
郊
を
述
べ
る
に
は
理
由
が
あ

る
。
『
江
南
遊
』
に
以
下
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
…
こ
の
書
（『
江
南
遊
』）
は
南
の
浙
江
よ
り
書
き
出
し
て
は
い
る
も

の
の
、
実
は
旅
行
の
出
発
点
は
、
上
海
は
別
と
し
て
南
京
か
ら
で
あ
っ

た
。
南
京
の
双
門
楼
賓
館
に
旅
装
を
解
い
た
そ
の
日
か
ら
、
私
の
江
南

探
訪
は
始
め
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
い
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
南
京

は
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
町
に
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
…
」

　

こ
の
青
山
の
気
持
ち
の
表
出
が
、〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
で
あ
ろ
う
。
青
山

が
南
京
を
初
め
て
訪
問
す
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
の
春
で
あ
る
。
こ
の
旅
程

に
は
中
国
旅
行
社
の
王
力
氏
と
劉
永
祥
氏
が
同
行
す
る
。
こ
の
旅
行
以
来
の

王
力
氏
と
の
友
情
が
、
一
九
八
七
年
に
「
隷
書
六
言
聯
」（『
青
山
杉
雨
書
近
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作
Ⅱ
』
掲
載
）
を
生
み
出
す
。
楹
聯
形
式
の
作
品
は
青
山
の
最
も
得
意
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
の
中
で
は
、
特
に
明
王
朝
を
開
い
た
太
祖
朱
元
璋
を

取
上
げ
、
古
来
の
街
の
様
子
と
朱
元
璋
に
纏
わ
る
故
事
を
載
せ
る
。
内
容
よ

り
、
六
朝
時
代
か
ら
明
時
代
に
亘
る
南
京
一
帯
の
こ
と
に
つ
い
て
、
青
山
が

広
い
視
野
を
持
っ
て
検
証
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
看
取
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
青
山
担
当
の
他
号
〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
内

容
の
一
端
に
、
南
京
に
関
す
る
事
が
記
載
さ
れ
る
。
明
王
朝
の
歴
史
的
発
展

を
理
解
す
る
こ
と
も
然
り
な
が
ら
、
六
朝
時
代
に
お
け
る
社
会
状
況
、
歴
史

的
遺
構
や
文
化
等
に
対
し
て
、
青
山
の
意
識
が
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
で
あ
る

こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
文
よ
り
理
解
出
来
る
。

　

こ
の
一
九
八
七
年
八
月
十
五
日
か
ら
九
月
十
九
日
ま
で
、
前
立
腺
癌
治
療

の
た
め
、
青
山
は
入
院
を
す
る
。
青
山
の
生
涯
を
通
観
す
る
と
、
こ
の
事
実

は
、
青
山
に
深
い
「
影
」
を
落
と
し
た
に
違
い
な
い
。

●
１
９
８
７
年
９
月
（
常
熟
の
水
路
）

　

・
「
常
熟
は
蘇
州
の
北
方
、
揚
子
江
の
岸
辺
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
町

は
決
し
て
大
き
く
は
な
い
が
、
文
化
的
に
は
、
歴
史
上
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
人
々
を
多
く
出
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る（

（（
（

。」

　

・
「
～
江
南
で
は
紹
興
と
と
も
に
、
忘
れ
難
い
旅
情
を
催
さ
せ
る
、
こ
よ

な
く
よ
い
所
で
あ
る（

（（
（

。」

　

こ
の
号
で
は
、
常
熟
の
様
子
と
そ
こ
に
住
ま
っ
た
文
人
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。『
江
南
遊
』
に
お
い
て
も
同
様
で
、
よ
り
詳
し
い
内
容
に
な
っ
て
い

る
。
写
真
は
『
江
南
遊
』
と
近
似
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
忘
れ
難
い
旅

情
」
を
想
起
さ
せ
る
一
文
が
『
江
南
遊
』
に
あ
る
。

「
～
私
が
か
つ
て
過
ご
し
た
少
年
の
頃
の
東
京
の
江
東
地
区
の
町
は
ず

れ
、
過
ぎ
し
日
の
浦
安
や
葛
西
あ
た
り
の
川
沿
い
の
家
並
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
も
の（

（（
（

～
」

　

こ
の
内
容
か
ら
、
青
山
が
幼
少
期
を
回
想
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
、

こ
こ
に
青
山
芸
術
の
根
幹
が
見
受
け
ら
れ
る
。
一
見
、
前
月
の
手
術
に
よ
る

一
時
的
な
心
の
弱
さ
に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
青
山
は
も
と

も
と
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
あ
る
。
し
か
も
ど
こ
か
に
自
然
と
影
を
求
め
る
。
こ

こ
が
、
青
山
の
健
康
的
で
は
な
い
部
分
で
あ
り
、
故
に
、
作
品
に
お
い
て

「
都
会
の
憂
欝
」
と
師
西
川
寧
に
言
わ
し
め
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
青
山
は
、
こ
の
常
熟
の
街
並
み
や
歴
史
的
懐
古
を

通
し
て
、
自
身
の
境
遇
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

●
１
９
８
７
年
１
０
月
（
南
京
・
梁
代
の
蕭
秀
墓
）

　

・
「
～
六
朝
時
代
の
王
侯
墓
が
散
在
し
て
い
る
。
六
朝
芸
術
は
、
詩
や
書

画
に
つ
い
て
は
写
本
な
ど
で
か
な
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
建
造
物
は

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
稀
少
な
遺
品
の
ひ
と
つ（

（（
（

～
」

　

・
「
王
羲
之
に
も
つ
な
が
る
歴
史
の
証
と
い
っ
て
い
い
も
の
か
も
知
れ
な

い
（
（（
（

。」

　

こ
の
号
の
写
真
は
、『
江
南
遊
』
掲
載
の
写
真
と
左
右
対
称
の
も
の
で
、
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併
せ
見
る
こ
と
で
、
こ
の
景
観
が
良
く
理
解
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　

内
容
か
ら
、
青
山
の
王
羲
之
像
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
姿
勢
が
垣
間
見

ら
れ
る
。
所
謂
、
王
羲
之
の
書
跡
に
依
る
検
証
で
は
な
く
、
歴
史
的
建
造
物

や
時
代
的
慣
習
や
文
化
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
同
時
代
の
書
家
と
比

較
し
て
も
顕
著
で
あ
る
青
山
の
視
野
の
広
さ
や
好
奇
心
旺
盛
な
性
格
が
、
そ

の
よ
う
に
さ
せ
る
と
思
わ
れ
る
。

●
１
９
８
７
年
１
１
月
（
揚
州
の
水
亭
）

　

・
「
～
蘇
州
や
紹
興
の
水
路
は
、
街
の
中
に
あ
る
感
じ
の
と
こ
ろ
が
多
い

の
に
～
揚
州
の
そ
れ
は
、
園
林
の
中
を
縫
う
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る（

（（
（

。」

　

こ
こ
の
写
真
は
、『
江
南
遊
』
と
同
じ
写
真
で
あ
る
。『
江
南
遊
』
で
も
、

揚
州
の
街
並
み
と
清
の
乾
隆
帝
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
中
で
も
、
張
岱
著

『
陶
庵
夢
憶
』
の
一
文
を
挙
げ
、
青
山
な
り
の
揚
州
に
対
す
る
歴
史
的
事
項

の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
裏
に
は
、
前
年
の
一
九
八
六
年
、
第
三
〇
回

書
道
二
十
人
展
併
催
の
揚
州
八
怪
展
を
主
弁
し
、
そ
の
記
念
講
演
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
書
道
研
究
』
の
中
で
「
冬
の

時
期
、
木
の
葉
が
落
ち
尽
く
し
て
し
ま
う
頃
に
な
る
と
、
蕭
條
た
る
風
情
は
、

い
っ
そ
う
強
く
見
る
者
に
迫
っ
て
く
る（

（（
（

」
と
い
う
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
自

然
と
影
を
求
め
る
青
山
の
思
考
過
程
を
よ
く
表
す
部
分
で
あ
る
。
揚
州
八
怪

展
記
念
講
演
で
も
「
影
」
と
い
う
語
を
使
う
。
特
に
文
人
画
に
つ
い
て
の
説

明
に
お
い
て
「
文
人
ら
し
い
影
」
と
い
い
、
こ
の
「
影
」
に
多
く
の
説
明
的

要
素
を
含
ま
せ
て
し
ま
う
の
も
、
青
山
の
特
徴
で
あ
ろ
う
か
。
揚
州
八
怪
の

文
人
画
の
題
材
と
明
代
以
降
の
文
人
画
の
そ
れ
を
明
確
に
捉
え
、
時
代
性
を

よ
り
的
確
に
捉
え
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
流
れ
の
中
で
「
胸
中
丘
壑
」

（
一
九
八
七
年
・
読
売
展
）
の
作
品
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

●
１
９
８
７
年
１
２
月
（
紹
興
の
ク
リ
ー
ク
）

　

・
「
魯
迅
の
小
説
や
文
の
世
界
が
ま
ざ
ま
ざ
と
眼
前
に
広
が
る（

（（
（

～
」

　

こ
の
写
真
は
『
江
南
遊
』
に
は
掲
載
さ
れ
ず
、
ま
し
て
や
近
似
の
場
所
も

な
い
。
歴
史
的
に
古
い
宋
代
の
橋
上
か
ら
の
こ
の
写
真
は
、
紹
興
を
知
ら
な

い
『
書
道
研
究
』
読
者
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
。『
江
南
遊
』
に
お
い
て
は
、

張
岱
の
運
命
か
ら
、
今
日
の
紹
興
の
町
の
転
変
を
想
像
し
、
張
岱
や
魯
迅
の

人
生
か
ら
、
江
南
の
地
を
中
心
と
し
た
歴
史
と
そ
れ
に
絡
む
中
国
史
に
つ
い

て
、
青
山
が
模
索
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
時
代
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
成

熟
し
て
き
た
紹
興
の
風
情
か
ら
輩
出
さ
れ
た
、
ま
た
寓
居
し
た
多
く
の
文
人

へ
思
い
を
馳
せ
て
い
る
と
考
察
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
文
人
の
中
で
も
、
特
に
王
羲
之
、
徐
渭
、
趙
之
謙
を
列
挙
で
き
る
。

青
山
書
学
を
貫
く
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
中
世
的
思
考
」
、「
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
」
、「
近
代
の
思
考
」
で
あ
る
（
西
嶋
氏
論
）。
こ
の
青
山
書
学
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
直
接
深
い
意
義
を
持
た
せ
る
人
物
が
前
述
の
三
名
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
王
羲
之
は
「
中
世
的
思
考
」
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
北
宋
時

代
の
書
家
た
ち
に
よ
り
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
が
興
る
。
そ
し
て
、
董
其
昌
の

論
に
啓
発
さ
れ
、
書
の
近
代
精
神
が
興
り
、
そ
の
実
践
と
し
て
明
末
清
初
に
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お
け
る
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
運
動
が
始
ま
る
。
徐
渭
も
、
董
其
昌
理
論
を
実
践
し

た
一
人
で
あ
る
。
そ
の
後
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
耽
美
主
義
（
趙
之
謙
に

代
表
さ
れ
る
）
へ
と
変
遷
す
る
。

　

ま
さ
に
、
青
山
の
書
道
史
観
に
お
け
る
一
種
の
歴
史
変
遷
と
発
展
段
階
を

端
的
か
つ
明
解
に
す
る
キ
ー
マ
ン
た
ち
で
あ
る
。

●
１
９
８
８
年
１
月
（
焦
山
上
よ
り
長
江
を
望
む
）

　

こ
の
写
真
は
『
江
南
遊
』
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
で

は
、
焦
山
か
ら
の
眺
め
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
青
山
が
、
こ
の
焦

山
の
あ
る
鎮
江
と
い
う
街
に
注
目
し
た
理
由
も
、
や
は
り
文
人
が
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
杭
州
か
ら
蘇
州
・
無
錫
・
常
州
・
鎮
江
・
揚

州
へ
と
南
北
に
通
る
大
運
河
の
主
要
街
で
、
し
か
も
長
江
と
ち
ょ
う
ど
交
わ

る
位
置
に
在
る
た
め
、
東
西
南
北
か
ら
多
く
の
往
来
が
あ
り
、
著
名
人
の
来

往
も
記
録
に
残
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
江
南
遊
』
に
は
、
鄭
板
橋
の
こ

と
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
揚
州
八
怪
と
い
う
文
人
集
団
の
、
こ
の
周
辺

で
の
文
化
的
知
名
度
に
つ
い
て
、
青
山
は
模
索
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

●
１
９
８
８
年
２
月
（
杭
州
・
西
泠
印
社
）

　

こ
の
号
で
は
、
南
宋
の
都
で
あ
る
杭
州
を
述
べ
、
西
湖
の
孤
山
に
あ
る
西

泠
印
社
に
終
始
言
及
す
る
。
こ
の
文
意
は
、
こ
の
月
の
終
わ
り
か
ら
読
売
新

聞
社
主
催
「
西
泠
印
社
展
」
が
あ
る
た
め
で
、
青
山
が
こ
の
展
覧
会
の
企
画

構
成
そ
し
て
顧
問
を
務
め
、
準
備
段
階
か
ら
並
々
な
ら
ぬ
意
気
込
み
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
周
辺
の
話
し
か
ら
も
窺
え
る
。

　
『
江
南
遊
』
に
お
い
て
も
、
西
泠
印
社
の
こ
と
に
頁
を
割
い
て
お
り
、
大

変
詳
し
い
。
こ
の
中
で
、
青
山
は
、
芥
川
龍
之
介
の
こ
と
を
出
す
。『
江
南

遊
記
』
に
お
け
る
芥
川
の
観
察
眼
を
通
し
て
、
現
在
の
杭
州
や
西
湖
周
辺
の

様
子
を
、
過
去
と
比
較
す
る
。
芥
川
の
観
察
眼
は
細
部
に
及
ん
で
い
る
。
芥

川
が
江
南
の
地
を
旅
し
た
の
は
一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
年
）。
明
ら
か
に
、

青
山
は
江
南
の
地
に
興
味
を
持
つ
一
環
で
、
こ
の
『
江
南
遊
記
』
を
一
読
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
江
南
遊
』
の
一
説
に
「
清
朝
以
来
の
こ
の
世
界
が
、
考
証
学
や
金
石
学

の
影
響
を
強
く
受
け
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
西
泠
印
社
の
設

立
が
こ
の
機
運
に
乗
っ
て
い
た
と
し
て
も
決
し
て
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い

…
（
（（
（

」
と
あ
る
。
こ
の
年
、
青
山
は
国
際
現
代
書
芸
展
に
「
乗
運
」
を
発
表
す

る
。
こ
の
作
品
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
単
な
る
運
に
乗
る
と
こ
ろ
だ
け
で

は
な
く
、
機
運
に
乗
っ
た
西
泠
印
社
設
立
と
そ
の
時
代
に
つ
い
て
の
様
子
が

込
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
側
す
る
。

●
１
９
８
８
年
３
月
（
蘇
州
の
宝
帯
橋
）

　

こ
の
号
の
写
真
は
、
『
江
南
遊
』
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
宝
帯
橋
の
こ
と

と
、
こ
の
周
辺
に
つ
い
て
話
を
進
め
て
い
る
。
青
山
は
、
こ
の
橋
に
つ
い
て

「
…
何
故
だ
か
こ
の
橋
が
好
き
で
両
三
度
訪
れ
て
い
る
が
…（

（（
（

」
と
述
べ
て
お

り
、
こ
の
地
を
訪
れ
な
が
ら
、
元
時
代
や
そ
の
当
時
こ
こ
を
訪
れ
た
マ
ル
コ

ポ
ー
ロ
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
こ
の
文
章
の
裏
に
は
、
青
山
の
元
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時
代
へ
の
関
心
が
見
て
取
れ
る
。

　

こ
の
前
年
の
一
九
八
七
年
、
読
売
新
聞
社
と
人
民
日
報
社
は
「
蘭
亭
書

会
」
を
紹
興
蘭
亭
の
地
で
大
々
的
に
開
催
し
た
。
一
九
八
八
年
に
は
、
全
書

壇
的
に
王
羲
之
の
こ
と
が
改
め
て
注
目
さ
れ
た
感
も
否
め
な
い
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
青
山
は
、
元
時
代
に
お
い
て
、
王
羲
之
書
法
が
ど
の

よ
う
に
解
釈
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
昇
華
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。

そ
の
復
古
主
義
思
想
に
注
目
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
問
い
に
対
し

て
、
か
た
わ
ら
、
青
山
は
「
…
元
代
の
章
草
好
み
は
一
種
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

だ
っ
た
と
も
思
え
る
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。
青
山
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
萌

芽
を
元
時
代
に
認
め
て
い
る
。
こ
の
文
は
、
当
時
の
日
本
書
道
界
に
対
す
る

提
言
と
も
受
取
れ
る
。
章
草
書
法
が
醸
し
出
す
峻
険
さ
に
も
、
青
山
は
関
心

を
寄
せ
て
い
る
。

●
１
９
８
８
年
４
月
（
太
湖
〈
無
錫
・
黿
頭
渚
〉
）

　

こ
の
号
の
写
真
も
『
江
南
遊
』
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
無
錫
の
様
子
と
倪

瓉
と
そ
の
画
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
太
湖
の
景
色
（
黿
頭
渚
）
と
太

湖
沿
岸
の
町
と
そ
こ
に
集
っ
た
著
名
人
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。

　

そ
の
表
出
の
一
端
で
あ
ろ
う
か
、
青
山
は
一
九
八
八
年
、
多
数
の
絵
画
を

残
す
。
こ
の
年
は
、
異
常
と
思
わ
れ
る
程
の
絵
画
へ
の
凝
り
様
で
あ
る
。
そ

の
中
に
は
、
中
国
文
人
画
に
倣
う
画
風
が
幾
つ
も
観
察
で
き
、
青
山
の
絵
画

技
法
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
技
術

だ
け
で
は
な
い
。
書
と
画
に
対
す
る
作
家
の
態
度
も
よ
り
重
要
で
あ
る
。
青

山
は
、「
書
画
一
致
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
深
刻
に
考
え
て
い
る
」
と
述
べ

た
上
で
、
書
画
一
致
の
重
要
性
を
よ
り
高
い
次
元
で
模
索
し
て
い
る
。

　
『
書
道
研
究
』
で
は
倪
瓉
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
青
山
は
、
既
に
一

九
八
二
年
に
「
倣
元
人
の
法
」「
倣
倪
雲
林
畫
法
」
と
い
う
絵
画
を
残
し
て
い

る
。

　

こ
の
絵
画
に
至
る
の
は
、
一
九
七
六
年
の
饒
宗
頤
氏
を
知
る
こ
と
に
遡
る
。

一
九
八
〇
年
、
饒
氏
の
京
都
大
学
出
講
を
機
に
、
東
京
に
て
饒
宗
頤
教
授
個

展
を
主
弁
し
、
展
覧
会
が
実
現
す
る
。
そ
の
後
、
饒
氏
は
青
山
晩
年
ま
で
相

互
の
作
品
に
影
響
し
合
う
仲
で
あ
っ
た
。
し
か
も
「
…
先
生
没
後
、
饒
氏
が

青
山
家
に
寄
せ
た
挽
詩
に
は
、
自
分
と
青
山
が
同
質
、
同
傾
向
の
作
家
と
吐

露
さ
れ
て
い
た（

（（
（

…
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
青
山
自
身
も
当
時
は
元
時
代
に
興

味
が
あ
り
、
ま
た
饒
氏
の
書
画
に
対
し
て
「
…
こ
れ
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
教

授
の
書
画
は
、
そ
の
関
心
の
中
心
を
特
に
元
代
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
の
如

く
に
思
え
た（

（（
（

」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
文
字
通
り
二
人
は
同

質
で
あ
っ
た
。
青
山
も
饒
氏
と
同
じ
絵
画
へ
の
視
点
が
既
に
備
わ
っ
て
い
た

と
考
察
で
き
る
。
元
画
が
持
つ
峻
険
さ
を
兼
ね
備
え
た
一
種
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

へ
の
関
心
で
あ
る
。

　

こ
の
資
質
は
、
単
な
る
技
術
を
通
じ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
文
人
に
対
す

る
共
通
し
た
認
識
に
よ
り
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
も
あ
る
。
故
に
、
青
山
は
、

倣
元
人
の
絵
画
を
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

●
１
９
８
８
年
５
月
（
松
江
の
ク
リ
ー
ク
）
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こ
の
写
真
は
、『
江
南
遊
』
と
同
じ
で
「
松
江
ク
リ
ー
ク
の
橋
」
と
い
う

題
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
号
で
は
、
松
江
の
鱸
魚
に
つ
い
て
述
べ
る
。
松
江
出
身
の
者
が
「
忘

れ
難
い
故
郷
の
味
」
と
し
て
帰
郷
し
て
ま
で
も
食
す
る
名
高
い
松
江
の
鱸
魚

の
こ
と
は
、
単
な
る
美
食
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
青
山
の
郷
愁
を
何
か
し
ら

誘
う
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。『
江
南
遊
』
に
「
松
江
ク
リ
ー
ク
の
橋
」

と
併
載
の
写
真
「
松
江
の
小
路
」
か
ら
、
そ
の
こ
と
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
松
江
の
こ
と
を
述
べ
、
董
其
昌
、
華
亭
派
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。『
書
道
研
究
』
で
は
紙
面
上
の
関
係
で
多
く
の
説
明
は
無
い
が
、『
江
南

遊
』
で
の
松
江
の
説
明
は
的
確
で
あ
り
、
松
江
の
街
並
み
や
歴
史
・
文
化
を

よ
り
明
確
に
読
者
へ
想
像
さ
せ
る
。
董
其
昌
を
頭
領
と
し
た
華
亭
派
に
つ
い

て
述
べ
、
後
世
に
続
く
人
へ
の
、
影
響
の
重
要
性
を
解
き
、
青
山
自
ら
も
そ

の
影
響
下
に
あ
り
、
そ
の
模
索
の
最
中
で
あ
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。

●
１
９
８
８
年
６
月
（
残
照
の
中
の
蕭
積
墓
）

　
『
江
南
遊
』
で
は
、「
棲
霞
山
地
区
の
梁
墓
」
と
い
う
題
で
、
近
似
の
写
真

が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
『
書
道
研
究
』
で
注
目
す
べ
き
は
、
六
朝
時
代
の
蕭
積
墓
の
保
護
に
対
す

る
、
青
山
の
示
唆
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
単
に
、
時
代
の
古
い
石
刻
に
対
す
る

思
い
だ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
江
蘇
学
術
調
査
団
と
し
て
の

四
回
に
わ
た
る
南
方
地
区
の
調
査
、
福
建
沿
海
の
史
跡
を
探
る
閩
南
古
跡
に

関
す
る
調
査
を
踏
ま
え
て
の
、
広
い
視
野
に
依
る
提
言
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
青
山
自
身
の
、
書
に
対
す
る
考
え
が
こ
れ
程
ま
で
に
広
範
囲
に
及

ん
で
い
る
こ
と
は
、
同
時
代
の
書
家
達
に
と
っ
て
も
想
像
し
難
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
故
に
、
青
山
は
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
た
と
推

察
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
棲
霞
山
地
区
の
六
朝
の
陵
墓
、
す

な
わ
ち
斉
梁
の
遺
跡
に
、
青
山
が
興
味
を
示
す
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

勿
論
、
歴
史
を
通
じ
て
の
王
羲
之
と
い
う
人
物
又
は
そ
の
書
法
の
解
明
の
一

端
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
最
大
の
理
由
は
師
西
川
寧
の
論
じ
た
『
六
朝
の
書

道
』
の
検
証
で
は
な
か
ろ
う
か
。
装
飾
的
な
神
道
石
柱
や
墓
の
霊
獸
類
な
ど

の
石
刻
資
料
か
ら
も
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
し
、
ま
た
、
梁
代
の
書

論
か
ら
当
時
の
書
の
様
子
を
推
察
し
、
西
川
論
を
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
、
自

己
の
六
朝
書
道
史
の
確
立
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

更
に
一
九
八
九
年
五
月
『
書
道
研
究
』
に
お
い
て
、
棲
霞
山
地
区
梁
墓
の
、

特
に
蕭
景
墓
に
関
す
る
補
足
的
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

●
１
９
８
８
年
７
月
（
泉
州
の
洛
陽
橋
）

●
１
９
８
８
年
８
月
（
紹
興
へ
の
水
路
）

　

こ
の
二
カ
月
分
の
写
真
は
、『
江
南
遊
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
青

山
に
と
っ
て
は
、『
江
南
遊
』
の
系
譜
と
は
少
し
違
う
、
書
に
つ
い
て
の
新

し
い
視
点
を
示
唆
す
る
写
真
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
泉
州
の
洛
陽
橋
」
は
、
青
山
の
福
建
へ
の
興
味
が
窺
え
る
。
宋
時

代
に
造
ら
れ
た
閩
の
三
橋
に
つ
い
て
述
べ
、
洛
陽
橋
（
創
建
当
時
は
萬
安
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橋
）
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
萬
安
橋
の
建
造
に
関
わ

り
泉
州
の
大
守
で
あ
っ
た
蔡
襄
に
も
言
及
し
、
蔡
襄
書
「
萬
安
橋
碑
」

（『
書
道
研
究
』
に
写
真
掲
載
）
に
つ
い
て
も
解
説
す
る
。
こ
れ
は
こ
の
年

の
五
月
末
に
、
一
週
間
程
、
閩
南
を
視
察
調
査
し
た
こ
と
に
依
る
。
福
州
、

莆
田
、
泉
州
、
厦
門
が
そ
の
訪
問
地
で
、
青
山
は
、
当
地
で
の
調
査
課
題
を

幾
つ
も
掲
げ
て
い
た
が
、
文
革
後
の
現
地
状
態
の
悪
さ
や
天
候
に
よ
る
理
由

で
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
調
査
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

青
山
に
と
っ
て
、
心
残
り
の
あ
る
旅
程
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
最
大
目

標
（
青
山
談
）
の
萬
安
橋
と
泉
州
に
つ
い
て
は
、
大
変
詳
し
い
解
説
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
泉
州
の
街
中
の
開
元
寺
と
そ
こ
に
掛
け
ら
れ
た
張
瑞
図
の
額

や
聯
の
多
さ
も
述
べ
、
さ
ら
に
李
卓
吾
の
故
宅
を
訪
れ
、
故
宅
付
近
の
様
子

も
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
愛
読
書
と
い
わ
れ
る
島
田
虔
次
著
『
中
国
に
お
け

る
近
代
思
惟
の
挫
折
』
の
中
の
、
李
卓
吾
の
思
想
に
対
す
る
検
証
と
そ
れ
に

関
わ
る
時
代
性
に
つ
い
て
の
調
査
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
中
国

明
末
時
代
を
よ
り
的
確
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
明
清
書
道
図

説
』
の
編
纂
に
大
い
に
影
響
を
与
え
た
が
、
再
度
、
更
に
何
ら
か
の
実
証
調

査
を
考
え
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
李
卓
吾
の
思
想
形
態

の
源
泉
を
推
定
す
る
課
題
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
調
査
で
、
青

山
は
李
卓
吾
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
青
山
が
こ
の
閩
の
地
に
注
目
し
た
真
意
は
他
に
も
あ
ろ

う
か
。
推
察
す
る
に
、
港
町
が
多
く
、
し
か
も
福
州
や
泉
州
は
周
知
の
通
り
、

昔
よ
り
貿
易
港
で
あ
り
、
そ
の
南
方
と
の
貿
易
で
日
本
へ
何
が
も
た
ら
さ
れ

た
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
青
山
の
関
心
事
項
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

李
卓
吾
に
つ
い
て
調
査
す
る
事
は
、
明
末
時
代
の
近
代
へ
の
思
考
の
萌
芽

と
、
前
述
し
た
徐
渭
の
書
芸
術
に
お
け
る
書
道
史
的
意
義
を
明
確
に
す
る
こ

と
で
も
あ
る
。
が
、
更
に
当
時
の
日
本
（
江
戸
時
代
）
の
近
代
化
つ
い
て
も

合
わ
せ
て
考
察
す
る
事
が
可
能
に
な
る
。

　

も
し
中
国
南
方
地
域
の
影
響
が
強
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
即
ち
江
戸
時
代
に

隆
盛
し
た
唐
様
書
形
成
の
一
基
盤
と
な
り
、
日
本
国
内
に
お
け
る
真
の
中
国

書
法
の
萌
芽
に
つ
い
て
も
想
定
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
末
期
以
来
の
日
本
書
道
史
の
変
遷
を
考
え
る
上
で
、
青

山
は
、
楊
守
敬
の
来
日
だ
け
が
日
本
近
代
書
道
の
変
化
に
関
与
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
既
に
こ
の
閩
南
地
域
と
の
貿
易
の
中
で
何
ら
か
の
影
響
は
受
け

て
い
た
と
推
測
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
張
瑞
図
や
黄
檗
宗
、
李
卓

吾
に
関
す
る
調
査
が
、
そ
れ
に
当
た
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
一
九
八
九
年
六

月
の
『
書
道
研
究
』（
晋
江
の
古
い
街
）
か
ら
も
、
よ
り
深
い
泉
州
へ
の
理
解

が
窺
え
る
。
閩
南
地
域
や
張
瑞
図
に
関
す
る
調
査
の
片
鱗
も
理
解
出
来
る
で

あ
ろ
う
。

　

次
に
「
紹
興
へ
の
水
路
」
は
、『
江
南
遊
』
に
同
写
真
は
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
が
、「
紹
興
へ
の
路
」
と
題
し
、
ク
リ
ー
ク
の
写
真
が
七
枚
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
青
山
の
、
最
も
愛
す
る
風
趣
に
富
ん
だ
光
景
で
あ
る
。『
書
道
研

究
』
の
写
真
は
、
紹
興
の
蘭
亭
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
に
、
画
面
に
ガ
チ
ョ

ウ
の
姿
を
写
す
。
し
か
も
こ
の
一
九
八
八
年
八
月
号
に
お
い
て
、『
書
道
研

究
』
は
「
王
羲
之
の
人
と
書
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
こ
の
杭
州
か
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ら
紹
興
へ
の
水
路
の
写
真
を
選
ぶ
こ
と
は
、
青
山
の
江
南
へ
の
思
い
と
、
文

人
と
い
う
も
の
を
育
む
自
然
や
文
化
に
対
す
る
憧
憬
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

杭
州
か
ら
掲
載
が
ス
タ
ー
ト
し
、
江
南
の
地
（
滬
寧
杭
地
区
）
を
巡
り
、
最

後
は
紹
興
に
て
、
一
通
り
の
写
真
連
載
は
終
わ
る
。
書
道
史
の
観
点
か
ら
す

る
と
、
や
は
り
六
朝
時
代
に
お
け
る
王
羲
之
の
影
響
力
に
青
山
自
身
も
敬
服

し
て
い
る
と
同
時
に
、
王
羲
之
に
関
連
す
る
諸
問
題
点
を
暗
に
提
示
し
て
い

る
事
も
推
察
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
六
朝
時
代
の
複
雑
な
社

会
状
況
下
で
も
、
洗
練
さ
れ
た
高
い
文
化
レ
ベ
ル
を
維
持
し
、
そ
し
て
発
展

さ
せ
た
江
南
の
地
の
人
々
に
対
す
る
敬
意
も
感
じ
ら
れ
る
。
強
い
て
は
、

人
々
に
支
え
ら
れ
た
こ
の
高
い
文
化
レ
ベ
ル
が
、
青
山
が
終
世
意
識
す
る
文

人
と
い
う
礎
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

四
、
お
わ
り
に

　
『
書
道
研
究
』
の
連
載
が
始
ま
っ
た
一
九
八
七
年
六
月
か
ら
一
九
八
八
年

八
月
の
間
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
青
山
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
青
山
自
身
に
お
け
る
最
大
の
出
来
事
は
、
一
九

八
七
年
九
月
の
前
立
腺
癌
治
療
の
た
め
の
入
院
で
あ
る
。
九
月
十
九
日
に
退

院
を
す
る
が
、
体
調
は
あ
ま
り
良
好
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
直

後
、
日
展
で
「
澹
如
」
を
発
表
す
る
。
し
か
し
、
退
院
後
の
青
山
自
身
の
精

神
状
態
は
、
決
し
て
澹
如
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
青
山
自
身
も
、
こ

の
作
に
関
し
て
は
元
気
の
な
さ
、
自
分
ら
し
さ
の
欠
如
を
指
摘
し
て
い
る
が
、

自
身
の
生
に
関
す
る
一
抹
の
不
安
も
隠
せ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
故
に

術
後
の
体
力
的
な
衰
え
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
「
澹
如
」
を
制
作
し
な
が
ら
、

不
安
な
心
情
を
自
制
し
て
い
た
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
翌
年
は
、「
畫

沙
」（
読
売
展
）
、「
鋳
字
」（
日
展
）
な
ど
、
書
家
青
山
の
代
表
作
が
次
々
と

発
表
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
、「
澹
如
」
は
、
青
山
書
芸
術
第
二

期
黄
金
時
代
の
最
終
的
な
完
成
を
手
助
け
し
た
、
大
変
意
味
の
あ
る
作
品
で

あ
る
と
提
言
し
た
い
。
こ
の
作
品
の
線
質
と
雰
囲
気
は
、
そ
れ
ま
で
の
青
山

の
質
と
は
明
ら
か
に
違
う
。
線
に
あ
る
種
の
重
さ
が
加
わ
る
。「
停
滞
」
と

い
え
る
も
の
が
、
そ
の
奥
に
生
じ
て
い
る
感
が
あ
る
。
そ
し
て
、
自
身
の
生

に
否
が
応
で
も
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
か
ら
「
苦
渋
」
が
生
ま

れ
、
こ
の
作
品
の
不
可
思
議
な
雰
囲
気
が
完
成
し
た
と
考
え
る
。
こ
の
作
品

無
し
に
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
昇
華
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

体
調
が
悪
い
な
が
ら
も
、
青
山
は
こ
の
二
年
間
の
う
ち
に
、
日
本
書
道
界

に
と
っ
て
の
大
事
業
を
成
し
遂
げ
る
。
前
述
の
「
蘭
亭
書
会
」「
西
泠
印
社

展
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
事
業
の
裏
に
は
、
そ
れ
に
匹
敵

す
る
系
譜
的
事
業
に
も
主
弁
や
参
加
、
監
修
を
行
っ
て
い
る
。「
呉
昌
碩
周

辺
の
文
人
書
画
展
」（
謙
慎
書
道
会
主
催
）
、「
日
中
書
法
交
流
展
・
香
港
展
」

（
国
際
交
流
基
金
・
全
日
本
書
美
術
振
興
会
共
催
）
、「
中
国
当
代
書
法
家
請

来
〈
中
国
当
代
墨
宝
展
〉」（
成
田
山
新
勝
寺
開
基
１
０
５
０
年
記
念
）
で
あ

る
。
こ
れ
だ
け
の
事
業
を
手
掛
け
る
に
は
強
靭
な
行
動
力
と
、
日
中
問
わ
ず
、

関
係
者
と
の
具
体
的
な
企
画
の
遂
行
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
企
画
を
行
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
事
は
何
か
。
や
は
り
、

日
本
書
道
界
の
進
む
べ
き
将
来
の
模
索
に
因
る
の
で
は
な
い
か
。
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「
…
教
養
主
義
か
表
現
主
義
か
の
相
克
、
新
教
養
主
義
の
可
能
性
、
技

術
至
上
主
義
へ
の
反
省
、
書
道
教
育
に
つ
い
て
な
ど
な
ど
、
掘
り
下
げ

ら
れ
た
分
析
が
展
開
さ
れ
る
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
―
が
催
さ
れ
て
か
ら
、

す
で
に
二
十
年
が
過
ぎ
て
い
る
が
、
我
々
は
こ
こ
に
採
り
上
げ
ら
れ
た

諸
テ
ー
マ
に
つ
き
、
充
分
に
対
応
し
得
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

る
（
（（
（

。」（
西
嶋
慎
一
氏
「
解
説
」）

　

こ
の
一
文
が
、
そ
の
こ
と
を
的
確
に
論
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
西
泠
印
社
展
」
が
開
催
さ
れ
る
前
年
の
四
月
、「
蘭
亭
書
会
」
が
行
わ
れ

る
が
、
そ
の
書
会
前
日
に
西
泠
印
社
を
訪
問
し
、
展
覧
会
出
展
予
定
の
作
品

を
、
青
山
自
ら
が
厳
選
す
る
。
こ
の
時
の
様
子
は
、『
青
山
杉
雨
文
集
第
四

巻
』
に
詳
し
い
。
青
山
の
粘
り
強
い
交
渉
の
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
ま
で
青
山
が
尽
力
し
た
理
由
は
、
前
述
同
様
、
青
山
自
身
が
考
え
る
書
世

界
の
定
着
と
啓
蒙
を
、
自
己
の
確
信
の
基
に
行
っ
て
い
る
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
年
、
青
山
は
文
化
功
労
者
に
顕

彰
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
一
層
、
書
道
界
に
対
す
る
責
任
を
感
じ
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
の
一
端
と
し
て
、
一
九
八
八
年
秋
は
、
精
力
的
に
古
典
臨
書

（
全
臨
）
を
行
う
。
青
山
が
、
更
に
新
た
な
境
地
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
翌
年
の
年
明
け
早
々
開
催
の
朝
日
二
十
人
展

の
仕
事
が
控
え
て
お
り
多
忙
で
あ
る
。
そ
の
中
で
の
、
古
典
の
全
臨
は
超
人

的
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
だ
け
、
青
山
の
書
に
対
す
る
思
い
の
強

さ
が
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
臨
書
古
典
に
は
、
楚
帛
書
・
毛
公
鼎
・
散
氏

盤
・
石
鼓
文
・
燈
清
堂
帖
等
を
選
択
す
る
。
こ
の
選
択
に
も
、
青
山
の
書
の

技
法
へ
の
拘
り
が
見
ら
れ
、
し
か
も
書
か
れ
た
臨
書
作
品
は
、
単
な
る
古
典

そ
の
物
の
真
似
で
は
な
い
。
そ
の
先
の
時
代
に
展
開
す
る
技
法
（
書
風
）
を

青
山
流
と
し
て
加
味
し
た
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
忙
殺
的
時
期
で
の
『
書
道
研
究
』
へ
の
執
筆
は
、
多
く
の
深

い
意
味
合
い
を
読
者
に
提
言
す
る
と
同
時
に
、
青
山
に
と
っ
て
は
、
あ
る
種

の
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
小
論
は
〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
を
中
心
に
考
察
を
試
み
た
。
青
山
が
、

自
身
の
生
の
中
か
ら
作
品
の
題
材
を
選
択
し
、「
…
青
山
は
、
常
に
自
己
の

作
品
と
、
そ
れ
を
造
り
出
す
に
至
っ
た
理
念
を
説
明
し
た
。
己
が
立
つ
場
を

は
っ
き
り
さ
せ
る（

（（
（

」
と
い
う
西
嶋
氏
の
論
考
の
よ
う
に
、〈
表
紙
の
こ
と

ば
〉
も
、
全
て
が
青
山
の
生
活
と
繋
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
作
品
制
作
に

至
る
様
子
が
看
取
出
来
る
。

　

青
山
作
品
の
評
に
「
一
作
一
面
貌
」
と
い
う
語
が
冠
さ
れ
て
い
る
の
を
書

籍
等
で
よ
く
見
か
け
る
。
前
述
の
検
証
よ
り
、
青
山
作
品
は
、
表
面
的
、
作

為
的
な
「
一
作
一
面
貌
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
出
来
る
。
必
然
的

な
「
一
作
一
面
貌
」
で
あ
る
。
常
に
自
身
の
生
と
一
緒
に
動
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
作
為
的
で
あ
れ
ば
、
必
ず
や
パ
タ
ー
ン
化
し
て
し
ま
う
。
現
代
の
書

家
に
お
い
て
は
、
作
為
的
「
一
作
一
面
貌
」
が
多
く
、
解
釈
を
取
違
え
て
い

る
作
家
も
少
な
く
な
い
と
考
え
る
。
青
山
の
「
一
作
一
面
貌
」
の
真
意
に
つ

い
て
も
、
こ
の
〈
表
紙
の
こ
と
ば
〉
の
解
釈
か
ら
明
白
で
あ
ろ
う
。

　

青
山
は
生
涯
を
通
じ
、
文
人
と
い
う
も
の
の
存
在
を
、
身
を
以
っ
て
我
々

に
示
唆
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
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注
（
１
）『
青
山
杉
雨
作
品
Ⅰ
』、
二
玄
社
、
一
九
九
四
年
一
二
月
、
二
五
四
～

二
五
九
頁　
　

　
　

『
青
山
杉
雨
作
品
Ⅱ
』、
二
玄
社
、
一
九
九
四
年
一
二
月
、
二
四
五
～

二
四
九
頁

（
２
）
青
山
杉
雨
『
青
山
杉
雨
文
集
第
四
巻
』、
岳
陽
舎
、
二
〇
〇
七
年
五
月
、

九
六
～
九
八
頁

（
３
）
西
川
寧
『
西
川
寧
著
作
集
第
二
巻
』、
二
玄
社
、
一
九
九
一
年
七
月
、

四
六
五
～
五
四
四
頁

（
４
）
青
山
杉
雨
『
江
南
遊
』、
二
玄
社
、
一
九
八
三
年
九
月
、
自
序

（
５
）
青
山
杉
雨
「
表
紙
の
こ
と
ば
」『
書
道
研
究
』、
美
術
新
聞
社
、
一
九

八
七
年
六
月
、
一
一
頁

（
６
）（
４
）
と
同
載
。
五
頁

（
７
）（
５
）
と
同
誌
。
一
九
八
七
年
七
月
、
一
九
頁

（
８
）（
５
）
と
同
誌
。
一
九
八
七
年
八
月
、
一
九
頁

（
９
）（
８
）
と
同
載
。

（
10
）（
４
）
と
同
載
。
一
八
九
頁

（
11
）（
５
）
と
同
誌
。
一
九
八
七
年
九
月
、
一
九
頁

（
12
）（
11
）
と
同
載
。

（
13
）（
４
）
と
同
載
。
一
三
三
～
一
三
四
頁

（
14
）（
５
）
と
同
誌
。
一
九
八
七
年
一
〇
月
、
一
九
頁

（
15
）（
14
）
と
同
載
。

（
16
）（
５
）
と
同
誌
。
一
九
八
七
年
一
一
月
、
一
九
頁

（
17
）（
16
）
と
同
載
。

（
18
）（
５
）
と
同
誌
。
一
九
八
七
年
一
二
月
、
一
九
頁

（
19
）（
４
）
と
同
載
。
一
四
頁

（
20
）（
４
）
と
同
載
。
七
七
頁

（
21
）
青
山
杉
雨
『
青
山
杉
雨
文
集
第
二
巻
』
、
岳
陽
舎
、

　
　

二
〇
〇
六
年
五
月
、
二
二
三
頁

（
22
）（
21
）
と
同
載
。
二
〇
〇
頁

（
23
）
青
山
杉
雨
『
青
山
杉
雨
文
集
第
五
巻
』
、
岳
陽
舎
、

　
　

二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
三
七
四
頁

（
24
）
西
嶋
慎
一
「
晉
人
の
風
流
を
求
め
て
―
赤
羽
雲
庭
私
論
―
」『
書
論
』
、

書
論
研
究
会
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
七
四
頁

（
杭
州
市
内
の
ク
リ
ー
ク
）　
（
無
錫
・
寄
暢
園
の
景
観
）　

（
南
京
・
莫
愁
湖
の
勝
棋
楼
）
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（
常
熟
の
水
路
）　
　
　
　
　

（
南
京
・
梁
代
の
䔥
秀
墓
）　
　

（
揚
州
の
水
亭
）

（
紹
興
の
ク
リ
ー
ク
）　
　
　

（
焦
山
よ
り
長
江
を
望
む
）　
　

（
杭
州
・
西
泠
印
社
）

（
蘇
州
の
宝
帯
橋
）　
　
　
　

（
太
湖
〈
無
錫
・
黿
頭
渚
〉
）　

（
松
江
の
ク
リ
ー
ク
）

（
残
照
の
中
の
䔥
積
墓
）　
　

（
泉
州
の
洛
陽
橋
）　
　
　
　
　

（
紹
興
へ
の
水
路
）

（
太
湖
の
西
洞
庭
山
）　
　
　

（
長
江
を
下
る
船
団
）　
　
　

（
六
朝
・
蕭
景
墓
の
石
獣
）

（
晋
江
の
古
い
街
）
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